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2005年1月に発見したのですが、既に1990年にO.D.Anderson氏によって論文発表されて

おり、現在では [Edwards-Owens-Bloom Algorithm ]としてまとめられています。

冪和を奇数乗、偶数乗を問わずに下位の冪和をベルヌーイ数を湧き立たせながら積分計算

することで入手することができます。ベルヌーイ数は、次の数式により定義される定数で

す。
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ここでは、これを次のように定義しなおします。
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この定義によるベルヌーイ数を記述すると
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　積分計算なので力任せではなく、ベルヌーイ数のリストさえ入手していればよく連続的

に冪和計算することができます。
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